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鉄拳さん×奥原希望さん　故郷おもてなし大作戦！
　10月27日に、平の奧原みつばち園で、大町市出身で信濃大町観光大使
のお笑い芸人・パラパラ漫画作家の鉄拳さんと、同じく大町市出身のリオ
五輪銅メダリスト奥原希望さんが「ペイント・はちみつ絞り体験」を行いま
した。当日は市内外から約30人が参加し、奧原みつばち園の奧原さん（希
望さんのご両親）によるはちみつワークショップ、鉄拳さんがデザインし
た小屋のペイント体験を行いました。
　このコラボは念願かなっての開催とのことで、鉄拳さんは「希望ちゃん
にはぜひ自由に頑張ってほしい、自分はアートでまちを盛り上げていきた
い」、希望さんは「楽しかった！ 素晴らしいもの（小屋・イベント）ができ
て大満足！ 大町の自然やいいものをもっと知ってもらいたい」とそれぞれ
話してくれました。（関連記事は３ページ）

主な内容

❷　令和６年大町市表彰式
❸　令和６年大町市功労者褒賞
❹　おらほのまち号外
❻　固定資産税の届け出
❾　水道の凍結にご用心！
�　年末年始のご案内
�　北アルプス国際芸術祭
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市
の
表
彰
式
を
11
月
３
日
の「
文
化
の
日
」に
Ｊ
Ａ
大
北
本
所
会
館
ア
プ
ロ
ー
ド
で
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
５
人
・
３
団
体
に
、
牛
越
市
長
が
功
労
章
・
表
彰
状
・
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
区
分
別
、
五
十
音
順
）

功
労
章
・
表
彰
状

荒
井 

今
朝
一
さ
ん（
平
）

　
大
町
市
教
育
長
と
し
て
４
期
14

年
に
わ
た
り
市
教
育
行
政
の
推
進

と
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

表
彰
状

お
は
な
し
の
会 

や
し
ろ

　
読
み
聞
か
せ
お
よ
び
読
書
を
普

及
す
る
活
動
を
通
じ
て
、
園
児
・

児
童
の
健
全
育
成
と
教
育
文
化
の

振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

小
林 

敏
昭 

さ
ん（
平
）

　
多
年
に
わ
た
り
職
業
訓
練
に
携

わ
り
、
優
秀
な
技
能
者
の
育
成
に

尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
北
高

等
職
業
訓
練
校
の
校
長
と
し
て
地

域
産
業
の
振
興
と
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

小
林 

稔 

さ
ん（
美
麻
）

　
大
町
市
農
業
委
員
と
し
て
４
期

12
年
に
わ
た
り
農
業
行
政
の
推
進

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

長
澤 

哲
士 

さ
ん（
大
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
し
て

地
域
産
業
の
振

興
に
寄
与
さ
れ

る
と
と
も
に
、

業
界
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

宮
尾
　
昭
好 

さ
ん（
大
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
日
本
赤
十
字
社

長
野
県
支
部
大
町
市
地
区
委
員
と

し
て
奉
仕
活
動
に
尽
力
さ
れ
る
と

と
も
に
、
委
員
長
お
よ
び
副
委
員

長
と
し
て
地
域
福
祉
の
向
上
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

感
謝
状

ソ
ー
ラ
ー
カ
ナ
モ
リ

株
式
会
社

　
大
町
市
の
防
災
力
の
向
上
と
社

会
福
祉
の
増
進
に
深
い
理
解
を
示

さ
れ
、
多
額
の
金
員
を
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。

明
治
安
田
生
命
保
険

相
互
会
社 

松
本
支
社

　
大
町
市
の
健
康
増
進
事
業
に
深

い
理
解
を
示
さ
れ
、
多
額
の
金
員

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

地方自治・教育文化・地域産業の振興、
農業行政・地域福祉の推進などに貢献された皆さまを表彰

令
和
６
年 

大
町
市
表
彰
式

明
治
安
田
生
命
保
険

相
互
会
社　
松
本
支
社

宮
尾
昭
好
さ
ん

ソ
ー
ラ
ー
カ
ナ
モ
リ

株
式
会
社

長
澤
哲
士
さ
ん

小
林
敏
昭
さ
ん

市
長

荒
井
今
朝
一
さ
ん

小
林
稔
さ
ん

※おはなしの会　やしろは
　当日欠席されました。
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T
O

P
I
C
S

と
き
め
き
マ
イ
・
シ
テ
ィ
ー

受
賞
者
の
み
な
さ
ん

（
写
真
右
か
ら
）

技
能
功
労
者
・
建
築
士

渋
田
見 

博 

さ
ん（
社
）

農
業
功
労
者

降
旗 

豊
美 

さ
ん（
常
盤
）

農
業
功
労
者

清
水 

憲
一
郎 

さ
ん（
社
）

（
市
長
）

技
能
功
労
者
・
建
築
大
工

小
林 
定
寿 

さ
ん（
大
町
）

技
能
功
労
者
・
自
動
車
整
備
士

久
保
田 
勝
則 
さ
ん（
社
）

技
能
功
労
者
・

建
設
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

久
保
田 

博
明 

さ
ん（
大
町
）

鉄
拳
さ
ん
、
奥
原
希
望
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
故
郷
お
も
て
な
し
大
作
戦
！

　
10
月
26
日
～
27
日
に
か
け
て
、

鉄
拳
さ
ん
と
、
奥
原
希
望
さ
ん
が
、

観
光
Ｐ
Ｒ
と「
お
も
て
な
し
」を
行

い
ま
し
た
。

▽
26
日
は
、
奥
原
希
望
さ
ん
が
、

立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
で
、

電
気
バ
ス
の
乗
客
に
向
け
て
、
市

の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し

た
り
、
一
緒
に
記
念
撮
影
を
す
る

な
ど
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
奥
原
さ
ん
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
練
習
や
海
外
遠
征
な
ど
で
な
か

な
か
大
町
に
は
帰
っ
て
こ
ら
れ
な

い
そ
う
で
す
が「
当
た
り
前
の
よ

う
に
過
ご
し
て
き
た
が
、
地
元
を

離
れ
て
大
町
の
良
さ
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
大
町
を
訪
れ
て
も
ら

え
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
も
ら
え

る
よ
う
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

▽
27
日
は
表
紙
の
と
お
り
。

　市は11月３日の「文化の日」にＪＡ大北本所会館アプロードで、大町市技能・農業功
労者褒賞を行いました。
　技能功労者は、同じ職種で30年以上にわたり技能・技術の向上に努め、産業の発展
に貢献された60歳以上の人で、４職種４人を褒賞しました。
　農業功労者は、60歳以上で10年以上農業に従事し、農業の振興に貢献された人で、
２人を褒賞しました。

令
和
６
年 

大
町
市
功
労
者
褒
賞
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研
修
会
に
は
約
20
人
が
参
加
し
、

富
山
県
広
域
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

内
の
体
験
型
学
習
施
設
「
四
季
防

災
館
」
と
県
庁
に
隣
接
す
る
富
山

県
防
災
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
を
見

学
し
ま
し
た
。

　
四
季
防
災
館
で
は
、
振
動
装
置

で
東
日
本
大
震
災
や
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
揺
れ
を
体
験
し
ま
し
た
。

手
す
り
に
つ
か
ま
っ
て
も
立
っ
て

い
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
の
状
態
で

災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
知
り

ま
し
た
。

　

富
山
県
防
災
危
機
管
理
セ
ン

タ
ー
は
県
内
の
災
害
対
策
・
対
応

の
拠
点
施
設
で
す
。
今
年
１
月
１

日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
で

は
、
氷
見
市
や
射
水
市
な
ど
で
建

物
の
倒
壊
や
液
状
化
に
よ
る
被
害

が
出
ま
し
た
。
富
山
県
危
機
管
理

　
市
連
合
自
治
会
と
市
自
主
防
災
会
連
絡
会
は
10
月
29
日
、
防
災
先
進
地
視
察
と
し
て
富

山
県
を
訪
れ
ま
し
た
。
防
災
拠
点
施
設
を
見
学
し
、
県
の
防
災
担
当
者
の
講
演
に
耳
を
傾

け
、
災
害
時
に
お
け
る
自
治
会
活
動
を
核
と
し
た
自
助
・
共
助
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識

し
ま
し
た
。

局
防
災
・
危
機
管
理
課
職
員
が

「
地
震
に
対
す
る
備
え
と
自
主
防

災
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
、
発
災
時
に
生
じ
た
避
難
所
の

開
設
・
運
営
や
住
民
の
避
難
行
動
、

情
報
発
信
の
課
題
点
に
つ
い
て
も

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
を
聞
い
た
参
加
者
か
ら
は

「
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
災
害

が
起
こ
る
か
は
分
か
ら
な
い
。『
１

０
０
年
に
一
度
の
大
地
震
』
と
い

う
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、

１
０
０
年
後
に
起
き
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
明
日
か
も
し
れ
な

い
。
日
頃
の
自
治
会
活
動
を
中
心

に
自
助
や
共
助
を
高
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
研
修
に
参
加
し
た
市
連
合
自
治

会
・
市
自
主
防
災
会
連
絡
会
副
会

長
の
海
川
明
文
さ
ん（
74
）＝
平
西

原
＝
は
市
内
の
自
治
会
加
入
率

64
・
７
％
を
踏
ま
え
「
自
治
会
加

入
率
が
下
が
る
と
い
う
こ
と
は
地

域
の
防
災
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
。

自
治
会
非
加
入
世
帯
に
つ
い
て
は
、

普
段
の
生
活
に
お
い
て
支
援
を
必

要
と
す
る
か
な
ど
把
握
す
る
こ
と

も
難
し
い
。
災
害
は
い
つ
自
身
に

降
り
か
か
っ
て
く
る
か
分
か
ら
な

い
。
発
生
時
に
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
た
め
に
も
加
入
率
を
上
げ
る

中
で
組
織
を
強
化
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

号外
おらほのまち

３次元に動く振動装置で地震の揺れを体験

センター内のオペレーションルームを見学

講義から防災知識を深める参加者

自
治
会
活
動
を
核
に

　
　
さ
ら
に
自
助
・
共
助

連
合
自
治
会
が
防
災
先
進
地
の
富
山
で
研
修

大町市連合自治会だより ■問い合わせ　大町市連合自治会　℡85-0531
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　令和３年７月に静岡県熱海市で発生した土石流災害を踏まえて施行された「宅地造成及び特定盛土等規制法（通
称：盛土規制法）」に基づき、長野県は規制区域を指定するため、基礎調査を実施しました。

～年の暮れ　みんなでつくろう　安心の街～
12月15日（日）～31日（火）は年末特別警戒期間です。

　年末は、犯罪や事故の多発が予想されます。この年末を、犯罪被害に遭わず、安全で安心して過ごすこ
とができるよう、大町警察署をはじめとした関係機関、自治会や自主防犯パトロール団体などが地域住民
の皆さんと協力して、犯罪抑止を推進します。
　安全で安心な街づくりのため、ご理解とご協力をお願いいたします。

確実な「施錠」が被害を防ぎます！
外出、就寝、その前にカギかけを忘れずに！
長野県内で発生した

▽空き巣
　（留守中の住宅に侵入する犯罪）の約６割

▽忍び込み
　（就寝中の住宅に侵入する犯罪）の約７割
が無施錠の玄関や窓から侵入されています。
　５分以内に侵入できなければ、約７割の侵入者
が諦めると言われています。侵入口を強化し、侵
入を諦めさせる対策をとりましょう。

地域の皆さんに
ながら見守りの
ご協力をお願いします
　街で暮らす一人一人が自分のライフス
タイルに合った形で、防犯意識をもって地
域の子どもや女性に気を配ることで、地域
を見守る目を増やすことにつながります。
　「通勤しながら」「散歩しながら」「配達
の仕事をしながら」「買い物をしながら」
など、誰もが気軽に実践できる「ながら見
守り」に取り組みましょう。

事件や事故を目撃した時はすぐ通報！
気になることがあれば

各機関に連絡しましょう。➡ ➡ ➡

■問い合わせ

▽大町警察署　℡22-0110　

▽警察相談ダイヤル　℡#9110

▽消費者ホットライン（詐欺・悪質商法など）　℡188

■盛土規制法の概要
　県知事が盛土などにより、人家やその他の保全対象に被害を
及ぼす可能性のある区域を指定します。規制区域内で一定の盛
土などを行う場合は許可申請などが必要になります。

▽種別 宅地造成等
工事規制区域

特定盛土等
規制区域

▽区域イメージ 図のとおり

▽規制対象 ＊盛土高 ２ｍ超 ５ｍ超
＊盛土・切土の面積 500㎡超 3,000㎡超

※その他の規制もあり
■規制の開始時期　令和７年５月予定

盛土を行う場合に許可申請が必要になる場合があります

■問い合わせ　 ▽長野県建設部都市・まちづくり課
　　　　　　　　℡026-235-7297
　　　　　　　 ▽建設課建設係　℡□市内線674・675

▽国土交通省パンフレットより
https://www.mlit.go.jp/toshi/web/content/001603829.pdf

県ホームページ
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今
年
中
に
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
や
土
地
を
住
宅
の
敷
地
と

し
て
使
い
始
め
た
と
き
は
、
申
告
書
の
提
出
に
よ
り
、
来
年
度

分
の
固
定
資
産
税
か
ら
軽
減
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
告
書
を
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
人
、
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ

る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課
資
産
税
係　
℡
□市
内
線
４
４
１
・
４
４
２

軽
減
の
対
象
に
な
る

新
築
住
宅
は
？

　
次
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
は
、

新
築
後
３
年
間（
３
階
建
て
以
上

の
中
高
層
耐
火
住
宅
な
ど
は
５
年

間
）、
固
定
資
産
税
の
軽
減
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た「
長
期
優
良
住
宅
」は
、
新

築
後
５
年
間（
３
階
建
て
以
上
の

中
高
層
耐
火
住
宅
な
ど
は
７
年

間
）の
軽
減
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
長
期
優
良
住
宅
と
は
、
長
期
に

わ
た
り
良
好
な
状
態
で
使
用
す
る

た
め
の
措
置
が
、
構
造
お
よ
び
設

備
に
取
ら
れ
て
い
る
住
宅
の
こ
と

で
す
。「
長
期
優
良
住
宅
建
築
等

計
画
」を
作
成
し
認
定
を
受
け
る

こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
税
制
上
の

優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
対
象

▽
専
用
住
宅　
床
面
積
が
50
㎡
以

上（
ア
パ
ー
ト
は
１
世
帯
に
つ
き

40
㎡
以
上
）２
８
０
㎡
以
下

▽
併
用
住
宅　
居
住
部
分
が
総
床

面
積
の
２
分
の
１
以
上
で
、
そ
の

部
分
が
50
㎡
以
上
２
８
０
㎡
以
下

■
軽
減
内
容

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
１
２
０

㎡
ま
で
の
住
宅　
税
額
の
２
分
の

１▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
１
２
０

㎡
を
超
え
る
住
宅　
１
２
０
㎡
に

相
当
す
る
部
分
の
税
額
の
２
分
の

１住
宅
用
地
の
軽
減
を

受
け
る
に
は
？

　
新
た
に
住
宅
の
敷
地
と
し
て
土

地
の
使
用
を
始
め
た
と
き
に
、
申

告
が
必
要
で
す
。

■
対
象

▽
専
用
住
宅
の
敷
地
用
の
土
地　

土
地
の
全
部
が
対
象

▽
併
用
住
宅
の
敷
地
用
の
土
地

①
居
住
部
分
が
４
分
の
１
以
上
２

分
の
１
未
満
の
場
合
は
、
敷
地
面

積
の
半
分
が
対
象

②
居
住
部
分
が
２
分
の
１
以
上
の

場
合
は
、
敷
地
全
部
が
対
象

■
軽
減
内
容

　
税
額
を
算
出
す
る
基
に
な
る
額

（
課
税
標
準
額
）が
、
２
０
０
㎡
ま

で
が
６
分
の
１
に
、
２
０
０
㎡
を

超
え
る
部
分
は
３
分
の
１
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
敷
地
が
広
い
場

合
は
、
家
屋
の
居
住
部
分
の
床
面

積
に
対
し
て
10
倍
が
限
度
で
す
。

ほ
か
に
軽
減
が
受
け
ら
れ
る

場
合
は
あ
る
の
？

　
次
の
よ
う
な
場
合
に
軽
減
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現

地
の
利
用
状
況
や
住
宅
要
件
な
ど

に
よ
り
、
該
当
要
件
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
敷
地
内
に
住
宅
を
複
数
戸
建
設

し
た
場
合　
戸
数
に
応
じ
て
軽
減

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
住
宅
の
敷
地
を
拡
張
し
た
場
合

（
買
い
増
し
、
利
用
状
況
変
更
な

ど
）　
住
宅
と
隣
接
し
て
い
る
場

合
に
限
り
、
軽
減
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
事
務
所
・
商
店
・
倉
庫
な
ど
を

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
で
居
住
用
に
し

た
場
合　
居
住
用
と
し
て
使
用
を

開
始
し
た
場
合
、
軽
減
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
別
荘
の
敷
地
と
し
て
利
用
し
て

い
る
場
合　
別
荘
の
敷
地
は
、
基

本
的
に
非
住
宅
用
地
と
し
て
、
軽

減
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
居

住
用
と
し
て
使
用
を
開
始
し
た
場

合
や
、
利
用
頻
度
が
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
に
は
軽
減
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【広告】

住宅の新築
などをした皆さん

固
定
資
産
税

　
軽
減
の
申
告
は

　
お
済
み
で
す
か
？
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家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

滅
失
届
の
提
出
を

　
固
定
資
産

税
の
賦
課
期

日
は
、
毎
年

１
月
１
日
で

す
。

　
今
年
中
に

住
宅
や
車
庫

な
ど
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る

家
屋
を
一
部
分
で
も
取
り
壊
し
た

場
合
は「
家
屋
滅
失
届
出
書
」を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
滅
失
届
出
書
の
提
出
後
、
職
員

が
現
地
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

課
税
登
録
を
抹
消
し
ま
す
。

　
こ
の
届
け
出
が
な
い
と
、
来
年

度
以
降
も
引
き
続
き
課
税
対
象
に

な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法

　
税
務
課
資
産
税
係
、
市
八
坂
・

市
美
麻
支
所
に
あ
る「
家
屋
滅
失

届
出
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
固
定
資
産
税
関
係
の
届
出
書
の

各
種
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

そ
の
他
の
届
け
出

■
固
定
資
産
の
所
有
者
が
亡
く

な
っ
た
場
合

　
固
定
資
産
の
所
有
者
が
亡
く
な

り
相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
場
合
、

相
続
人
代
表
者
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。

→
相
続
人
代
表
者
指
定（
変
更
）届

■
登
記
し
て
い
な
い
家
屋
の
所
有

者
が
変
更
に
な
っ
た
場
合

　
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
り
未
登

記
の
住
宅
や
車
庫
な
ど
の
所
有
者

が
変
わ
っ
た
場
合
、
届
け
出
が
必

要
で
す
。

→
未
登
記
家
屋
所
有
者
変
更
届
出

書■
住
所
や
送
付
先
が
変
更
に
な
っ

た
場
合

　
市
外
に
居
住
し
大
町
市
に
固
定

資
産
が
あ
る
人
で
、
住
所
や
送
付

先
が
変
わ
っ
た
場
合
、
届
け
出
が

必
要
で
す
。

→
市
税
等
住
所・送
付
先
変
更（
廃

止
）届

各
種
様
式
の

入
手
方
法

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

→「
市
民
の
方
へ
」→「
手
続
き
・

証
明
」→「
税
金
・
市
の
債
権
」→

固
定
資
産
税
→「
固
定
資
産
税
に

関
す
る
届
出
」

確
定
申
告
用
の

固
定
資
産
税
額

明
細
書
の
廃
止

　
確
定
申
告
用
固
定
資
産
税
額
明

細
書（
無
料
）は
、
発
行
業
務
を
廃

止
し
ま
し
た
。

　
確
定
申
告
に
は
毎
年
５
月
に
送

付
し
て
い
る
固
定
資
産
税
課
税
明

細
書
ま
た
は
税
務
課
資
産
税
係
で

有
料
で
交
付
し
て
い
る
公
課
証
明

書
な
ど
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
各
届
け
出
・
償
却
資
産
の
申
告

税
務
課
資
産
税
係

℡
□市
内
線
４
４
１
・
４
４
２

▽
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

℡
０
５
７
０
・
０
８
１
４
５
９

受
付
時
間　
平
日
午
前
９
時
～

午
後
５
時（
年
末
年
始
を
除
く
）

償
却
資
産
の
申
告
は

お
早
め
に
！

　
工
場
や
商
店
の
経
営
、
農
業
、

駐
車
場
・
ア
パ
ー
ト
の
貸
し
付
け

な
ど
を
行
っ
て
い
る
会
社
や
個
人

事
業
主
で
、
市
内
に
土
地
や
家
屋

以
外
の
事
業
用
の
償
却
資
産（
貸

し
付
け
て
い
る
も
の
も
含
む
）を

所
有
す
る
場
合
は
、
地
方
税
法
に

基
づ
き
申
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
申
告
用
紙
は
、
12
月
上
旬
に
送

付
し
ま
す
。
新
規
に
事
業
を
始
め

た
場
合
や
申
告
用
紙
が
届
か
な
い

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
会
計

事
務
所
に
経
理
を
依
頼
し
て
い
る

場
合
は
、
会
計
事
務
所
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
申
告
期
限
は
、
令
和
7
年
１
月

31
日（
金
）ま
で
で
す
。
期
限
間
近

は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
提
出
は
、

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
ｅエ
ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ご
利
用
を

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
エ
ル
タ
ッ

ク
ス（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ

ム
）ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申

告
も
利
用
で
き
、
自
宅
や
職
場
か

ら
で
も
簡
単
に
申
告
で
き
ま
す
。

　
利
用
す
る
た
め
に
は
、
事
前
の

手
続
き
や
準
備
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

固定資産税に関する

各種届け出・申告をお願いします

償却資産の例

看板パソコン大型特殊車両

https://www.eltax.lta.go.jp/
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　安全な通行・除雪作業のため、道路上にはみ
出ている樹木の剪

せん

定
てい

をお願いします。
　流雪溝は、自然の流水の力を利用して、雪を
流して排雪するための水路です。雪の置き場が
ない市街地に２水路あります。
■注意事項

▽利用する際は転落事故に特にご注意ください。

▽作業終了後は投入口を必ず閉めてください。

▽流雪溝以外の水路へは絶対に雪を投入しない
でください。

安全・迅速な作業にご協力を

▽作業中の除雪車に近寄らないでください。

▽路上駐車は絶対にやめてください。

▽除雪作業により家の出入り口などに集まって
しまう雪は、道路に出さずに道路脇や空き地
に積み上げてください。

▽除雪車による道路除雪には雪寄せ場が不可欠
です。空き地や農地を雪寄せ場として利用さ
せていただくことに、ご理解とご協力をお願
いします。

水路には雪を流さないで
　水があふれるため、流雪溝（市街地）以外の
水路には絶対に雪を流さないでください。

屋根雪の落下防止にご協力を
　屋根に器具を付けるなどして、落雪事故防止に
努めましょう。

■搬入期間　降雪時～翌年３月末
■利用時間　基本的に24時間開放
■注意事項

▽ごみなどを持ち込まないでください。

▽照明がないため、日中にご利用ください。

　市内の雪捨て場は、高瀬川
河川敷に２カ所あります。

道路に出ている樹木の管理を流雪溝の利用

除雪作業 雪捨て場

　市では、安全で円滑な道路交通を確保するため、朝の通勤・通
学時間に間に合うように、夜明け前から除雪作業を行っています。
皆さんのご理解とご協力をお願いします。
■問い合わせ

▽国道・県道　大町建設事務所維持管理課維持係
　℡22-5111（内線2431・2432）

▽市道　建設課維持管理係　℡□市内線678

境界

歩道歩道 車道車道

境界

2.5m
4.5m

通行障害部

至 木崎湖

至 大町市役所

蓮華大橋雪捨て場
（蓮華大橋北詰め東側）

至 グリーンパーク

至 大町温泉郷 県道槍ヶ岳線

蓮華大橋

北アルプス
パノラマロード

運動公園
総合体育館

北アルプス
パノラマロード

運動公園
総合体育館

観音橋

高瀬川

❶

観音橋雪捨て場
（観音橋西詰め南側）

❷

旧野口駐在所

快適な冬の暮らしを
道路除雪にご協力をお願いします
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給
水
装
置
の
凍
結
を

防
ぐ
に
は
…
。

▽
給
水
管
や
蛇
口
に
凍
結
防
止
帯

や
布
を
巻
き
、
そ
の
上
か
ら
ビ

ニ
ー
ル
を
か
ぶ
せ
て
保
温
材
が

ぬ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
天
気
予
報（
低
温
注
意
報
な
ど
）

を
参
考
に
し
て
、
必
要
に
応
じ

て
就
寝
前
に
不
凍
栓
を
使
っ
て

水
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
長
期

間
家
を
空
け
る
と
き
は
、
事
前

に
給
水
管
や
ト
イ
レ
タ
ン
ク
内

の
水
抜
き
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▽
凍
結
防
止
帯
は
電
源
が
入
っ

て
い
な
い
と
作
動
し
な
い
の
で
、

電
源
の
入
れ
忘
れ
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
経
年
劣
化
に
よ
り
凍

結
防
止
帯
が
機
能
し
な
い
場
合

も
あ
る
た
め
、
早
め
に
市
が
指

定
す
る
業
者（
大
町
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
）に
設
備

の
点
検
な
ど
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

給
水
管
が
凍
っ
て

水
が
出
な
い
と
き
は
…
。

▽
給
水
管
や
蛇
口
に
タ
オ
ル
を
か

ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯

を
か
け
て
温
め
ま
す
。

※
熱
湯
を
水
道
管
や
蛇
口
に
直
接

か
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
給
水

管
が
急
激
な
温
度
変
化
に
よ
り

破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

▽
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
も
水
が
出

な
い
場
合
は
、
大
町
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
連
絡
を

取
り
、
解
氷
作
業
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
凍
結
に
よ
り
蛇
口
か
ら

水
が
出
な
い
場
合
で
も
、

蛇
口
を
開
け
た
ま
ま
外

出
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

気
温
が
上
昇
す
る
と

凍
っ
た
給
水
管
内
の
氷

が
溶
け
て
、
水
が
出
っ

放
し
に
な
り
、
屋
内
が

水
浸
し
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
特
に
ア

パ
ー
ト
な
ど
で
は
、
階

下
ま
で
被
害
が
及
ぶ
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

給
水
装
置
は

大
切
な
個
人
の

所
有
物
で
す

▽
配
水
管
か
ら
家
庭
に
水

を
引
き
込
む
た
め
に
は
、

給
水
管
・
止
水
栓
・
水

道
メ
ー
タ
ー
・
蛇
口
な

ど
の
「
給
水
装
置
」
が

必
要
で
す
。

▽
こ
れ
ら
の
「
給
水
装

置
」
は
個
人
の
所
有
物
と
な
り

ま
す
の
で
、
新
設
や
増
設
、
改

造
、
修
理
の
費
用
は
個
人
の
負

担
と
な
り
ま
す
。
大
切
に
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

給水管

公道

境界

住宅・アパートなど
給水装置（個人の所有物）

漏水を修理した
ときの土工事分は
上下水道課負担 修理費用は個人負担

配水管（市水道事業） 止水栓 水道メーター（量水器）

水
道
の
凍
結
に

　
　
　
ご
用
心
！

　
冬
季
は
気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
一
般

家
庭
な
ど
の
給
水
管
を
含
む
給
水
装
置
の
中

の
水
が
凍
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
は
凍
る
と
体
積
が
大
き
く
な
り
、
そ
の
力

で
給
水
管
や
量
水
器
が
破
裂
し
て
し
ま
う
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　
冬
季
の
寒
さ
が
本
格
化
す
る
前
に
し
っ
か

り
と
し
た
対
策
を
し
て
、
冬
の
水
道
凍
結
防

止
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

市
上
下
水
道
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

℡
２
２
・
０
８
１
０（
直
通
）
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年始の休日緊急当番医・薬局
　変更する場合があります。事前に確認の上、受診・来店してください。

年末分は裏表紙にあります。

　年末年始の業務・施設などの休みや休日緊急
当番医などは、次のとおりです。年末年始のご案内

休日緊急当番医（大北一円）
  （診療時間9:00〜17:00）

1 月 1 日（水）
平林医院 六九町 ☎ 22-2525
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
しんたにクリニック 白馬村 ☎ 75-4177

1 月 2 日（木）
横澤内科医院 下仲町 ☎ 22-0371
近藤医院 松川村 ☎ 62-9187
白馬診療所 白馬村 ☎ 75-4123

1 月 3 日（金）
大町総合病院 高見町 ☎ 22-0415
西森整形外科 松川村 ☎ 61-1700
神城醫院 白馬村 ☎ 75-7050

歯科（大北一円）
（受付時間9:00〜11:00、診療時間9:00〜12:00）

1 月 1 日（水）宮下歯科医院 上仲町 ☎ 22-0297
1 月 2 日（木）師岡歯科 池田町 ☎ 62-9781
1 月 3 日（金）砂田歯科医院 高見町 ☎ 22-0648

薬局（市内）
 （営業時間9:00〜17:30）

1 月 1 日（水）タカミ薬局 下仲町 ☎ 22-0180
1 月 2 日（木）はなのき林薬局 東若宮町 ☎ 85-0595
1 月 3 日（金）れんげ薬局 高見町 ☎ 22-0125

年末年始の業務・施設

12月 １月

28日（土）29日（日） 30日（月） 31日（火）１日（水）２日（木）３日（金）４日（土）５日（日） ６日（月）

燃えるごみ
収集 休み 平・常盤・社・

八坂地区 休み 大町・　
美麻地区 休み 平・常盤・社・

八坂地区

金属ごみ
収集 休み

資源物収集 日程表のとおり 休み 日程表のとおり

北アルプス
エコパーク

9:00

～

11:00
休み

9:00

～

16:00

大町リサイ
クルパーク

9:00

～

11:00
休み

9:00

～

16:00

グリーン
パーク 休み

13:30

～

15:30

し尿・
雑排水処理 休み 通常営業

北アルプス
広域葬祭場 通常営業 休み 通常営業火葬予約は

受け付けます。

■問い合わせ　生活環境課環境衛生係　℡□市内線462
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大
町
地
区

昔
遊
び
を

体
験
し
よ
う
！

　
た
こ
や
ブ
ー
メ
ラ
ン
な
ど

昔
な
が
ら
の
お
も
ち
ゃ
を

作
っ
て
実
際
に
遊
ん
で
み
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
親
子

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加

無
料
で
す
。

■
日
時　
12
月
15
日（
日
）　

午
前
10
時
～
正
午

▽
受
付　
午
前
９
時
30
分
～

■
会
場　
大
町
公
民
館
分
室

２
階　
講
堂

■
持
ち
物　
飲
み
物
な
ど

■
申
し
込
み　

12
月
12
日

　
昨
年
も
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
年
賀
状
を
い
た
だ
き
、
お
お
ま
ぴ
ょ
ん

も
大
喜
び
で
し
た
。今
年
も
皆
さ
ん
か
ら
の
年
賀
状
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
お
送
り
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に
は
お
返
事
す
る
ほ
か
、
抽
選
で
20
人

に
特
選
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
グ
ッ
ズ
詰
め
合
わ
せ
が
当
た
り
ま
す
。
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
は
、
地
域
の
子
育
て
の
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
市
内
各

地
区
で
地
域
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
掲
載
が
な
い
地
区
や
催
し
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
の
公
民
館
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
両
地
区
で
託
児
が
あ
り
ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る
人
は
申
込
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

（
木
）ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

直
接
、
大
町
公
民
館
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　

大
町
公
民
館
・
文
化
会
館

℡
２
２
・
９
９
８
８

平
地
区

木
で
サ
ン
タ
さ
ん
を

作
ろ
う
！

　
ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
て
サ

ン
タ
さ
ん
を
作
り
ま
す
。
木

の
型
に
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
を

使
っ
て
形
を
整
え
、
色
を

塗
っ
た
ら
完
成
で
す
。
親
子

で
一
緒
に
作
っ
た
作
品
を
ツ

リ
ー
に
飾
り
、
楽
し
い
ク
リ

ス
マ
ス
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
？

■
日
時　
12
月
14
日（
土
）　

午
前
中
開
催
予
定

■
会
場　
平
公
民
館
・
女
性

未
来
館
ピ
ュ
ア　
講
堂

■
対
象　
小
学
生
以
下
の
お

子
さ
ん
と
保
護
者

■
講
師　
千
國
由
美
さ
ん

■
費
用　
５
０
０
円
／
１
組

■
持
ち
物　
上
履
き
・
作
業

し
や
す
い
服
装

※
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
・
筆
な

ど
持
ち
込
み
可
能

■
申
し
込
み　

12
月
２
日

（
月
）～
10
日（
火
）に
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
女
性
未
来
館

ピ
ュ
ア
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　
平
公
民
館・

女
性
未
来
館
ピ
ュ
ア

℡
・
有
線
２
２
・
０
６
９
４

■宛先　〒398-8601　大町市大町3887　大町市役所　おおまぴょん
■抽選対象　令和７年１月10日（金）までの到着分
■問い合わせ　まちづくり産業課特産品振興係　℡□市内線543

お
お
ま
ぴ
ょ
ん
に

年
賀
状
を
送
っ
て
ね

２
０
２
５

地
域
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
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北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
は
、
９
月
13
日
か
ら
11
月
４
日（
水
曜
定
休
）

ま
で
の
46
日
間
、
市
内
５
エ
リ
ア
に
37
点
の
作
品
展
示
と
、
３
つ
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
を
行
い
、受
付
の
あ
る
22
サ
イ
ト
で
延
べ
18
万
人（
推

計
）に
国
内
外
か
ら
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
37
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
は
じ
め
、
延
べ
２
０
０
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
や
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
無
事
閉
幕
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。
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こんにちは牛越です
第171回

国際芸術祭が閉幕
　先月４日、北アルプス国際芸術祭2024は、大
勢の皆さんのご支援とご協力により、無事閉幕し
ました。
　コロナが終息し、大勢のボランティアや地域の
皆さんの参加により制作されたアート作品に、海
外を含め多くの来場者を迎え、受付を置いた22会
場の入場者は、延べ18万余を数えました。
　ご支援いただいた市議会や実行委員会構成団体
はじめ、協賛企業の皆さん、作品を制作いただ
いたアーティストや、運営に取り組まれたボラン
ティアサポーター、市職員の皆さんに心より感謝
いたします。また、これまでもご指導いただいて
いる北川フラム総合ディレクター、デザイン制作
と監修を担当された皆川明ビジュアルディレク
ターに深く御礼申し上げます。
　開催期間中には、タイアップイベント、おもて
なしショップやふるまいなどで盛り上げていた
だいた皆さんや飲食店の皆さんに、来場者から感
謝の声が上がりました。こうした温かいおもてな
しは、優れたアート作品とともに、大町の魅力と
して来訪された皆さんにじゅうぶん伝わりました。
また、芸術祭にさまざまな形で参加された市民の
皆様も、ふるさと大町の良さを再発見されたこと
と思います。
　私が最初に芸術祭の開催を思い立ったのは、人
口減少や地域の衰退が進む現実を目の前にして、
何もせず手をこまねいていてよいのか、将来を託
す若い世代の皆さんに、元気な大町を引き継ぎた
いとの考えからでした。そして市民の皆様に、地
域に目を向け、ふるさと大町に誇りと愛着を持っ
てほしいと願ったことが原点です。
　この思いは、これまでの３回の開催を通じ、多
くの市民の皆様の参画により、徐々に実現に近づ
いており、さらに芸術祭で生まれた人々のネット
ワークを、今後どのように将来につなげていくか
が大切です。今回の芸術祭の成果や課題に評価・
検証を加え、芸術祭のあり方をしっかり検討して
いきたいと思います。
　市制70周年、水道事業100周年の年も、いよい
よ師走を迎えました。皆様にはどうぞ明るい新年
をお迎えいただきますようお祈りいたします。
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市の職員数や給与などの状況
　市の人事行政運営などについて、市民の皆さんのご理解をいただくため、職員数や給与などの状況の概要を公
表します。項目の先頭の数字は大町市人事行政の運営等の状況に関する条例の各号に対応しています。
　なお、公平委員会からの報告事項はありませんでした。
■問い合わせ　庶務課職員係　℡□市内線513・514

１職員の任命および職員数に関する状況
■職員の採用および退職の状況
　 ▽令和６年４月採用者　　24人
　 ▽令和５年度中途採用者　11人
　 ▽令和５年度退職者　　　32人

■部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

部門
職員数 対前年

増減比Ｒ５ Ｒ６

一般行政

議会 6 5 △1
総務企画 83 77 △6

税務 22 22 0
民生 78 83 5
衛生 24 23 △1
労働 1 1 0

農林水産 16 16 0
商工 10 12 2
土木 18 18 0
小計 258 257 △1

特別行政 教育 42 43 1

公営企業

病院 282 286 4
水道 13 12 △1

下水道 5 3 △2
その他 10 10 0
小計 310 311 1

合計 610 611 1
※職員数は、一般職に属する職員で、非常勤職員を
　除いています。

２職員の人事評価の状況

　人財育成と能力開発、職務改善を目的として、能
力主義、業績主義に基づき、全職員を対象に年２回
人事評価を実施しています。

３職員の給与の状況
■人件費の状況（令和５年度一般会計決算）

歳出額（Ａ） 181億4789万3千円
実質収支 3億2381万2千円

人件費（Ｂ） 32億2876万5千円
人件費率（Ｂ／Ａ） 17.79％

３職員の給与の状況
■職員給与費の状況

　（令和６年度一般会計予算）

職員数（Ａ） 311人

給与費

給料 12億1975万7千円
職員手当 2億8135万6千円

期末勤勉手当 4億9974万8千円
計（Ｂ） 20億 86万1千円

１人当たり給与費（Ｂ／Ａ） 643万3千円

■職員の平均給料月額、
　平均給与月額および平均年齢の状況

　（令和６年４月１日現在）

区分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
一般

行政職 326,988円 374,710円 43歳11月

技能
労務職 347,996円 351,447円 53歳11月

■職員の初任給の状況
　（令和６年４月１日現在）

区分 大町市 国

大学卒 196,200円 196,200円

高校卒 166,600円 166,600円

■ラスパイレス指数の状況
　（令和５年４月１日現在）

区分 指数
大町市 96.5

全国の市平均 98.6

■職員手当の状況

▽期末手当・勤勉手当（令和５年度）

区分
支給割合

期末手当 勤勉手当
６月期 1.200月分 1.000月分
12月期 1.250月分 1.050月分

計 2.450月分 2.050月分
職務の級による加算措置　有

※国と同じ支給割合です。
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市の職員数や給与などの状況

３職員の給与の状況

▽退職手当（令和６年４月１日現在）

区分 自己都合 早期・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075 月分
勤続35年 39.7575月分 47.709 月分

最高限度額 47.709 月分 47.709 月分
職務の級による加算措置　有

※国と同じ支給割合です。

▽その他の手当
　扶養手当、管理職手当、寒冷地手当、時間外
勤務手当、特殊勤務手当、住居手当、通勤手当、
宿日直手当があります。

３特別職の報酬などの状況（令和６年４月１日現在）

区分 月額 期末手当（前年度）

給料

市長 801,000円

（支給割合）
６月期 1.700月分
12月期 1.700月分
　 計　 3.4 月分

加算措置　有

副市長 662,000円

教育長 570,000円

報酬

議長 374,000円

副議長 313,000円

議員 296,000円

４，５，７職員の勤務時間・休業・服務の状況

■勤務時間の状況
　１日７時間45分勤務

※原則として、午前８時30分～午後５時15分
　（休憩時間を除く）

■年次休暇の取得状況（令和５年度）
　１人当たり平均取得日数　9.9日

■育児休業の取得状況（令和５年度）
　 ▽育児休業の新規取得者　７人
　 ▽前年度からの継続者　  10人

６職員の分限と懲戒処分の状況（令和５年度）
種類 件数 内容

分限処分 10 心身の故障による休職

懲戒処分 10

８職員の退職管理の状況
　令和４年度定年退職者の再就職の状況は次のと
おりです。

退職者数 11

再就職者数 3

再就職先 再任用 0

会計年度任用職員 3

民間企業など 0

９職員の研修の状況（令和５年度）

区分 種類 受講者数

一般研修
法制執務、財務、会計
研修、コンプライアン
ス研修など

1,535人

派遣研修 長野県、
職員研修センター　他 123人

その他研修 自主研修助成 25人

10 職員の福祉と利益の保護の状況（令和５年度）
■健康診断などの実施状況

項目 受診者数
定期健康診断 362人

ストレスチェック 538人
人間ドック 239人

■公務災害の認定状況
　公務上、通勤途上の災害により、負傷または死
亡した場合には、地方公務員災害補償基金から一
定の補償が行われます。
　公務災害認定　２件　通勤公務災害認定　０件

■職員互助会の設置および活動状況
　職員の互助共済および福利増進を図るため、地
方公務員法第42条の規定に基づき、大町市職員互
助会を設置し、職員厚生事業、文化活動事業、体
育事業などを行っています。職員互助会は職員か
らの会費と市補助金などによって運営しています。

▽職員互助会会費：（給料月額×0.7％）＋100（円）

▽令和５年度決算の状況
＊歳入　1410万9千円
（うち、市負担金総額115万2千円）

＊歳出　1280万9千円
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T O P I C Sときめきマイ・シティー

大
町
市
水
道
事
業
１
０
０
周
年
記
念　

水
源
地
見
学
ツ
ア
ー

　
10
月
26
日
～
27
日
に
か
け
て
、

市
上
下
水
道
課
は
水
源
地
見
学

ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
大
町
市
水

道
事
業
が
、
大
正
13
年
に
居
谷

里
水
源
か
ら
市
街
地
に
向
け
て

給
水
を
開
始
し
て
か
ら
、
本
年

で
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
周
知
を
図
る
と
と

も
に
、
信
濃
大
町
み
ず
の
わ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
共
催
で
、
お
い

し
い
水
道
水
と
大
町
市
の
魅
力

を
内
外
に
発
信
す
る
目
的
で
企

画
さ
れ
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
に
は
、
２
日
間
で
合

計
28
人
が
参
加
し
、
普
段
は
一

般
公
開
し
て
い
な
い
居
谷
里
水

源
や
、
三
日
町
配
水
池
を
見
学

し
ま
し
た
。
三
日
町
配
水
池
で

は
、
参
加
者
特
典
と
し
て
配
ら

れ
た「
水
巡
り
ク
リ
ア
ボ
ト
ル
」

に
水
を
入
れ
て
、
一
番
搾
り
の

水
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
長
野
市
か
ら
大
町
市
に
移
住

さ
れ
た
ご
夫
婦
は「
普
段
飲
ん

で
い
る
水
が
水
源
地
か
ら
自
宅

ま
で
ど
の
よ
う
に
運
ば
れ
て
く

る
か
知
る
こ
と
が
で
き
て
勉
強

に
な
っ
た
」と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

■
日
時　

令
和
７
年
１
月
９
日

（
木
）　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分　
※
予
備
日　
令
和
７
年

１
月
10
日（
金
）

■
集
合　
須
沼
公
民
館

■
定
員　
先
着
10
人　

※
最
少
催
行
人
数
６
人

■
講
師　
柏
原
清
さ
ん（
日
本
写

真
講
師
協
会
フ
ォ
ト
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）

■
費
用　
３
０
０
０
円

■
持
ち
物　
カ
メ
ラ（
一
眼
レ
フ・

ミ
ラ
ー
レ
ス
一
眼
・
コ
ン
パ
ク
ト

カ
メ
ラ
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
い

ず
れ
で
も
可
）、
暖
か
い
服
装

■
申
し
込
み　
開
催
日
の
３
日
前

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
大

町
市
観
光
協
会
へ
。

■
そ
の
他　
気
温
に
よ
り
、
予
備

日
に
開
催
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■主催・問い合わせ
　（一社）大町市観光協会　℡22-0190
長野県知事登録旅行業　第地域-670号

　
大
町
の
特
産
品「
凍
り
も
ち
」を
つ
く
る

現
場
に
入
り
、
撮
影
の
技
術
を
学
び
ま
す
。

今
回
は「
か
た
く
り
凍
り
餅
部
会
」の
ご
協

力
に
よ
り
特
別
に
許
可
を
い
た
だ
き
、
普

段
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
凍
り
も
ち
を
作

る
加
工
所
で
作
業
の
様
子
を
撮
影
し
ま
す
。

机
上
講
座
と
現
場
撮
影
を
行
い
、
凍
り
も

ち
を
戻
し
て
試
食
も
行
い
ま
す
。

穴場旅の
ページは

こちらから

信濃大町穴場旅

凍りもちを
つくる現場

に潜入して

カメラ技術
を学ぶ！

／ガイドツアー

「水巡り
クリアボトル」に
水を入れる
参加者
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生涯学習
総合体育館

平公民館・女性未来館ピュア

パーソナルトレーナーによる
トレーニング講座
　ストレッチや自重トレーニングを中心としたメニューで、
自宅でもできる筋力強化の運動をします。各回完結の講座で、
毎回の参加も可能です。20～70歳代の参加者からは「柔軟性
や筋力が向上した」「肩凝り・腰痛が解消した」「基礎体温が上
がった」などの声も寄せられています。初回は少しハードに感じるかもしれませんが、回を追うごとに体
の変化を実感できます。できるところまでの参加や見学も可能です。

■期日　 ▽12月12日（木）
　　　　 ▽12月24日（火）
　　　　 ▽ １月10日（金）
　　　　 ▽ １月21日（火）
　　　　 ▽ ２月７日（金）
　　　　 ▽ ２月18日（火）
　　　　 ▽ ３月５日（水）
　　　　 ▽ ３月19日（水）

しめ縄づくり教室
　くらし支えあい友の会、北部包括支
援センターの皆さんと一緒にしめ縄を
作ります。自分で作ったしめ縄を飾っ
て気分一新！ 良い新年を迎えましょう。
参加無料です。

■日時　12月23日（月）
午後１時30分～２時間程度

■会場　平公民館・女性未来館ピュア
講堂

■定員　先着20人
■講師　金原昭和さん（くらし支えあ

い友の会会長）
■持ち物　手袋、作業しやすい服装
■申し込み　12月５日（木）～18日

（水）に、電話または直接、平
公民館・女性未来館ピュアへ。

ヨガ教室
　ヨガを通じて心も体もリフレッシュ！ 寒い冬は体の
内側から温まりませんか？ 初心者から経験者までどな
たでも参加可能、参加無料です。

■期日　全６回

　 ▽12月19日（木）

　 ▽12月26日（木）

　 ▽ １月９日（木）

　 ▽ １月16日（木）

　 ▽ １月23日（木）

　 ▽ １月30日（木）
■時間　
　午前10時～11時
■会場　平公民館・
　女性未来館ピュア
　講堂

■時間　午前10時～正午
■会場　総合体育館　大アリーナ
■対象・定員　市内にお住まいの18歳以上の人　各回先着30人
※定員に達しない場合は市外からの参加も受け付けます。
■費用　500円／回（保険料・施設使用料など）
※参加日に会場で集金します。
■持ち物　運動できる服装、上履き、飲み物、タオル、
　　　　筆記用具
■申し込み　開催日の２日前までに、直接、総合体育館へ。

■定員　先着15人
■講師　塚田祐子さん（ヨガ

インストラクター）
■持ち物　動きやすい服装、

タオル、飲み物、ヨ
ガマット（貸し出し
もできます）

■申し込み　12月５日（木）～
13日（金）に、電話
または直接、平公民
館・女性未来館ピュ
アへ。

■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア　℡・有線22-9988
　※託児あります。ご希望の人は事前にお申し込みください。

■問い合わせ　総合体育館　℡・有線22-8855　Ｅメールsports@city.omachi.nagano.jp
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生涯学習
社公民館

大町図書館

そば打ち講座
信州そばを自分で打ってみよう！
新そばを　香りと味と　のどごしで

　そば打ちを習ってみませんか？ 
　初めての人、大歓迎！
■日時　全２回　12月14日・21日

土曜日
午後１時30分～２時間程度

■会場　社公民館
■定員　先着５人
■講師　内川篤さん（山下）
■費用　1,000円／回

（材料費、当日集金）
■持ち物　エプロン、三角巾、タオ

ル、そばを持ち帰る容器、
筆記用具

■申し込み　12月９日（月）までに、
電話で社公民館へ。

クリスマスお楽しみ会
　恒例の図書館クリスマスお楽しみ会を開催します。英語
の絵本とお話を楽しむ会「ことばの森」の皆さんによるお話
や手遊び歌などで楽しいひとときをお過ごしください。サ
ンタさんからの素敵なプレゼントもありますよ。ぜひ遊び
にきてください。申し込み不要、参加無料です。
■日時　12月14日（土）　午後２時～３時

▽開場　午後１時45分
■会場　大町図書館　２階　視聴覚室
■その他　サンタさんからのプレゼントは子どものみです。

 お知らせ　12月の整理休館
　大町図書館では毎月最終火曜日を整理休
館日としていますが、12月は日程が異なり
ますのでご理解とご協力をお願いします。
■整理休館日　12月24日（火）

 お知らせ　年末年始休館
　次の日程は年末年始休館です。
■年末年始休館日
　12月29日（日）〜令和７年１月３日（金）

 お知らせ　本の貸し出し２倍デー
　休館中も本を読んでいただくため、本の貸し出し２倍
デーを実施します。通常は１人10冊までですが、この期
間は20冊まで借りることができます。
■期間　12月15日（日）～28日（土）
■その他　年末年始休館中の本の返却は、正面玄関か西側

入り口にある「返却ポスト」にお返しください。た
だし、ＣＤ・ＤＶＤ・雑誌・紙芝居は破損のお
それがあるため、１月４日以降の開館日に、直接、
カウンターへお返しください。

新春恒例！　本の福袋
　子ども向けに「お年玉付き本の福袋」の
貸し出しを行います。図書館の職員がお
薦めの本を選び、２冊ずつ詰めた福袋を
30袋用意します。それぞれの福袋には
テーマが書いてあり、それを手がかりに
普段、自分では手に取ることのない新し
い本との出会いをお楽しみください。
■貸出開始
　令和７年１月４日（土）　午前９時30分

第34回元旦マラソン

■日時　令和７年１月１日（水）
▽受付　午前９時～　 ▽スタート　午前10時

■集合場所　社公民館
■コース　社公民館～曽根原地区　往復約３km
■対象　健康に自信のある人　※小学生未満は保護者同伴
■申し込み　12月20日（金）までに、電話で社公民館へ。申込

時に住所・氏名・学年・性別・電話番号をお聞きします。
■その他

▽完走賞（ボールペンなど）をご用意しています。

▽小学生・中学生のみ、男女別３位までメダルを贈呈します。

■問い合わせ　社公民館　℡・有線22-0378

■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21-1616
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大町公民館・文化会館

山岳博物館

楽しい陶芸講座
　毎回テーマを設け開催します。食卓を彩
る器や陶芸による季節の飾り物など作って
みませんか？ いろいろな技法を使い、粘土
に触れ、初めての人もリピーターの人も一
緒に楽しいひとときを過ごしましょう。

昼間コース
■期日　全３回
　 ▽12月22日（日）
　 ▽ １月19日（日）
　 ▽ ２月16日（日）
■時間　午後１時30分～３時30分

夕方コース
■期日　全３回
　 ▽12月19日（木）
　 ▽ １月23日（木）
　 ▽ ２月20日（木）
■時間　午後６時～８時

共通事項
■対象・定員　市内にお住まいの人　先着

10人
■会場　相陶窯（八日町「塩の道ちょうじ

や」から東へ約100m）
■講師　相澤正樹さん（陶芸家、日展会友）
■参加費　3,500円／月額（材料費など）
■申し込み　12月５日（木）～12日（木）に、

電話または直接、大町公民館へ。

北アルプス囲碁・
将棋大会【新春大会】
　毎年恒例の「北アルプス囲
碁・将棋大会（新春大会）」を
開催します。この機会に実
力を試してみませんか。大
勢の皆さんの参加をお待ち
しています。申し込み不要、参加無料です。
■日時　令和７年１月12日（日）

▽受付　午前９時～９時30分

▽組み合わせ抽選　午前９時30分～10時

▽対局開始　午前10時

■会場　大町公民館・文化会館　２階　視聴覚室
■その他　昼食の弁当の注文を当日申し込み（600

円：自己負担）で受け付けます。

　お知らせ　
大ホールが利用できなくなります
　文化会館の大ホール天井改修事業に伴い、12月
から大ホールが利用できなくなります。大ホール以
外の大町公民館・文化会館の各部屋、サン・アルプ
ス大町、フレンド・プラザ大町は、通常通り利用可
能です。ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力
をお願いいたします。
■利用停止期間
　12月３日（火）～令和７年12月26日（金）

「家庭の日」に伴う入館無料・割引
　毎月第３日曜日は「家庭の日」です。山岳博物館では「家庭の日」とその前日の土曜日、大町市民の入館
料が無料となります。その他の長野県民は入館料が割引となります。この機会にぜひご来館ください。
申し込み不要です。

■期日（12月）　12月14日（土）、15日（日）
■その他　来館時に受付で住所・氏名をご記入いただくか、住所が分かるものをご提示ください。
■問い合わせ
　山岳博物館　℡・有線22-0211　　21-2133　Ｅメールsanpaku@city.omachi.nagano.jp

■問い合わせ　大町公民館・文化会館　℡・有線22-9988

■種目 ▽囲碁 ▽将棋
■参加
　資格

中信地区にお住まい
か、お勤めの人

大北地区にお住まい
か、お勤めの人

■級 Ａ級の部（有段者）、Ｂ級の部（一般）
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情報ステーション情報ステーション
nformationI

募集募集

募集

お知らせ
■
募
集
人
数　
①
５
人　
②
４
人

■
雇
用
期
間　

令
和
７
年
２
月
３
日

（
月
）～
３
月
28
日（
金
）の
平
日
週
５
日

（
20
日
～
38
日
程
度
）

■
勤
務
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
賃
金　
時
給
１
０
０
０
円
～

■
応
募
資
格

▽
高
校
卒
業
程
度
の
知
識
を
有
す
る
人

▽
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
・
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
な
ど
の
パ

ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

※
面
接
の
際
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
の

実
技
試
験（
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
ま
た
は
Ｗ
ｏ

ｒ
ｄ
）を
行
い
ま
す
。

■
応
募
方
法　
面
接
日
を
決
定
し
ま
す

の
で
、
事
前
に
電
話
で
大
町
税
務
署
総

務
課
へ
。
※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
応

募
を
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
募
集
期
間　

令
和
７
年
１
月
31
日

（
金
）ま
で

■
試
験
日　
面
接
は
随
時
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

大
町
税
務
署
総
務
課　

℡
２
２
・
０
４
１
０　
内
線
30

（
自
動
音
声
案
内
で「
２
」を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
）

令
和
７・
８・
９
年
度
の

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

（
建
設
工
事・建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

　
広
報
お
お
ま
ち
11
月
号
８
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
た
、
長
野
県
と
大
町
市
を

含
む
一
部
市
町
村
と
の
入
札
参
加
資
格

の
共
同
受
付
に
つ
い
て
、
建
設
工
事
お

よ
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
申

請
受
付
期
間
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
申
請
を
予
定
さ
れ
て
い
る
人
は
お
忘

れ
な
く
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　
12
月
２
日（
月
）～
令
和

７
年
１
月
31
日（
金
）ま
で

※
物
件
の
買
い
入
れ
、
借
り
入
れ
、
製

造
の
請
負
な
ど
は
12
月
25
日（
水
）ま
で

■
申
請
方
法　
長
野
県
市
町
村
入
札
参

加
資
格
審
査
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
電
子
申

請■
有
効
期
間　
３
年
間　

■
個
別
審
査
項
目　
市
税
の
納
税
証
明

書（
発
行
３
カ
月
以
内
の
も
の
、
法
人

登
録
ま
た
は
住
民
登
録
が
市
外
の
場
合

は
提
出
不
要
）、
表
彰
状
、
資
格
な
ど

※
個
別
審
査
事
項
は
申
請
先
自
治
体
に

よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
質
問

フ
ォ
ー
ム

▽
企
画
財
政
課
契
約
検
査
係

℡
□市
内
線
５
９
４
・
５
９
５

市
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
す
る
住
宅

▽
館
の
内(

社)

＝
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

▽
明
野(

八
坂)

＝
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

▽
西
原(

美
麻)

＝
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

令
和
７
年
１
月
６
日（
月
）か
ら
入
居
で

き
ま
す
。

※
Ｄ
Ｋ
＝
台
所
兼
食
事
室
、
Ｙ
＝
浴
槽

付
き
浴
室

■
入
居
の
条
件　
市
内
に
お
住
ま
い
か

通
勤
し
て
い
る
人（
明
野
・
西
原
は
除

く
）で
、
同
居
す
る
親
族
が
あ
り（
西
原

は
除
く
）、
所
得
が
一
定
額
以
内
な
ど

の
基
準
に
合
う
人
。犬
、猫
な
ど
の
ペ
ッ

ト
の
飼
育
は
禁
止
。　

■
申
し
込
み　
12
月
２
日（
月
）～
13
日

（
金
）に
、
直
接
、
建
設
課
建
築
住
宅
係

へ
。
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
上
、

決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
□市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

文
化
会
館
食
堂
経
営
者

　
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町
１
階
の
食
堂

を
使
用
し
て
、
飲
食
物
を
提
供
し
て
い

た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

■
施
設
概
要　
１
２
８
・
５
㎡
、
客
席

46
席
、
厨
房
設
備
、
エ
ア
コ
ン
有
り

■
募
集
条
件　

文
化
会
館
の
開
館
日

（
月
曜
日
と
祝
日
の
翌
日
お
よ
び
年
末

年
始
は
休
館
日
）の
午
前
11
時
～
午
後

５
時
の
時
間
帯
に
毎
日
営
業
で
き
る
人

※
詳
し
く
は
文
化
会
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
募
集
要
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
間　
令
和
７
年
４
月
１
日
～
令
和

８
年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

※
以
降
、
１
年
ご
と
の
更
新（
最
長
令

和
10
年
３
月
31
日
ま
で
）が
可
能
。

■
審
査
方
法　
現
地
説
明
会
を
12
月
20

日（
金
）午
前
10
時
か
ら
行
い
ま
す
。
12

月
13
日（
金
）ま
で
に
電
話
、
ま
た
は
有

線
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
説
明
会

に
出
席
し
た
上
で
、
令
和
７
年
１
月
17

日（
金
）ま
で
に
、
企
画
提
案
書
を
文
化

会
館
へ
。
一
次
審
査（
書
類
審
査
）の
後
、

令
和
７
年
２
月
21
日（
金
）に
二
次
審
査

（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
文
化
会
館

℡
・
有
線
２
２
・
９
９
８
８

大
町
税
務
署
非
常
勤
職
員

■
職
種

①
事
務
補
助
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
デ
ー

タ
入
力
事
務
、
書
類
整
理
事
務

②
確
定
申
告
相
談
会
場
で
の
受
付
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
パ
ソ
コ
ン
入
力
補
助

■
勤
務
先　
大
町
税
務
署

文化会館
ホームページ
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https://www.city.omachi.nagano.jp/
市 ＝市役所 TEL・有線22-0420／FAX23-4304

お知らせ

お知らせ

お知らせ

お知らせ
人
以
上
の
子
が
い
る
人

▽
新
た
に
施
設
入
居
等（
里
親
・
養
護

施
設
等
）児
童
と
な
る
も
の
が
い
る
人

▽
す
で
に
施
設
等
受
給
資
格
者
で
、
そ

の
委
託
な
ど
さ
れ
て
い
る
児
童
の
う
ち

に
高
校
生
年
代
の
児
童
が
い
る
人

※
現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
て
、

高
校
生
年
代
の
児
童
も
養
育
し
て
い
る

人
は
、
公
簿
に
て
確
認
し
ま
す
の
で
原

則
申
請
は
不
要
で
す（
大
学
生
年
代
の

兄
姉
な
ど
を
含
め
３
人
以
上
の
子
が
い

る
場
合
は
申
請
が
必
要
で
す
）。

※
受
給
者
本
人
が
公
務
員
の
場
合
は
、

職
場
か
ら
児
童
手
当
を
受
給
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

申
請
用
紙
な
ど
、

詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係　

℡
□市
内
線
６
８
５
・
７
５
７

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で
学

ん
だ
こ
と
を
土
台
に
、
実
践
の
場
で
必

要
と
な
る
認
知
症
に
関
す
る
知
識
や
対

応
ス
キ
ル
な
ど
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

　
市
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
で

き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
く
生
活
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
の
身

近
な
応
援
者
と
し
て
活
動
に
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
人
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
参
加
無
料
で
す
。

■
日
時　
12
月
16
日（
月
）

午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
会
場　
Ｊ
Ａ
ア
プ
ロ
ー
ド　
３
階　

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

■
対
象
・
定
員　
「
大
町
市
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」養
成
講
座
修
了
者
ま
た
は

「
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
」養
成
研
修
修

了
者
40
人
程
度

■
申
し
込
み　
12
月
９
日（
月
）ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
北
部
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
南
部
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
ま
た
は
福
祉
課
高
齢
者
・
包

括
支
援
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
８
５
・
０
０
６
２

▽
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
２
１
・
１
７
０
２

▽
福
祉
課
高
齢
者
・
包
括
支
援
係　

℡
□市
内
線
４
１
７
・
４
１
８

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

「
特
設
人
権
相
談
所
」の
開
設

　
大
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、

「
近
隣
、
家
庭
、
相
続
、
い
じ
め
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
差
別
な
ど
」の
心
配
事
、

悩
み
事
な
ど
の
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。
申
し
込
み
不

要
、
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
12
月
２
日（
月
）

午
前
９
時
～
正
午

■
会
場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
市
八

坂
・
美
麻
支
所

■
問
い
合
わ
せ

長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局

℡
２
２
・
０
３
７
９

農
地
相
談
会

　
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
お
答
え
す
る
た

め
、
農
業
委
員
に
よ
る
農
地
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
不
要
、
相
談
は
無
料
で
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
日
時　
12
月
14
日（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で

（
最
終
受
付　
午
後
３
時
）

■
会
場　
市
役
所　
東
庁
舎
２
階　
東

大
会
議
室

■
対
象　
市
内
に
農
地
を
お
持
ち
の
人
、

ま
た
は
お
探
し
の
人

■
問
い
合
わ
せ

市
農
業
委
員
会
事
務
局

℡
□市
内
線
６
４
０

児
童
手
当
法

改
正
に
伴
う
手
続
き

　
児
童
手
当
法
の
改
正
に
伴
い
、
10
月

分（
12
月
10
日
支
給
分
）か
ら
児
童
手
当

が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
該
当
す
る
人
に

は
す
で
に
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
し
た

が
、
お
手
元
に
申
請
書
が
届
い
て
い
な

い
人
や
申
請
が
必
要
な
人
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
申
請
書
類
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
今
回
の
制
度
改
正
分
に
限
り
、

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
に
申
請
し
た

人
に
つ
い
て
は
、
10
月
分
か
ら
さ
か
の

ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
が
必
要
な
人

▽
改
正
前
の
所
得
上
限
限
度
額
超
過
に

よ
り
支
給
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
人

▽
中
学
生
以
下
の
児
童
を
養
育
し
て
お

ら
ず
、
高
校
生
年
代
の
児
童
の
み
を
養

育
し
て
い
る
人

▽
高
校
生
年
代
ま
で
の
児
童
と
大
学
生

年
代（
18
歳
到
達
後
の
最
初
の
年
度
末

の
翌
日
か
ら
22
歳
到
達
後
の
最
初
の
年

度
末
ま
で
）の
兄
姉
な
ど
を
含
む
と
３
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図書館だより

−新着図書（一般向け）−
色でよみとく心理学 本当の性格がわかる 未来が変わる

［心理・性格］��� ポーポー・ポロダクション／著
オーバーツーリズム 観光に消費されないまちのつ
くり方 OVER-TOURISM 増補改訂版［観光業］
���������������� 高坂晶子／著
フランスの不思議なアンティークコレクション 
心くすぐる骨董品が並ぶアトリエや個人美術館

［古美術］��マラン・モンタギュ／著　小金輝彦／訳
−新着図書（子ども向け）−

ミツツボアリをもとめて アボリジニ家族との旅
［社会科］������������� 今森光彦／著
図画工作 de たのしい作品づくり 型おし・転写

［美術］��� 柴田芳作／監修　国土社編集部／編集
あこがれの図書館［外国の絵本］
�� パトリシア・ポラッコ／著　福本友美子／訳
−12月の推薦図書−

なぜ彗星は夜空に長い尾をひくのか 
宇宙を旅する不思議な天体の謎にせ
まる　誠文堂新光社　渡部潤一／著
　紫金山・アトラス彗星をはじめ、
ハレー彗星、ヘール・ポップ彗星、
マックノート彗星など、歴史に残る
大彗星を例に彗星の起源やその軌道、
尾がのびる仕組みや見え方など科学
的メカニズムについて詳しく解説する。
マメクジラくん、海へいく　偕成社
山下明生／文　村上康成／絵
　ナメクジのマメクジラくん。家族
に見送られて旅に出て…。ハラハラ
ドキドキのストーリーとおかしなセ
リフのやり取りが楽しい物語。
−12月の催し−

おはなしの森����� ７日（土）　午前10時30分
おいでえほんのおへや ( 会場は大町児童センター )
������������� 10日（火）　午前11時
クリスマスお楽しみ会�14日（土）　午後２時〜３時
無料託児サービス（要予約）
���������� 19日（木）　午前10時～正午
■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21-1616

国営アルプスあづみの公園　おでかけ通信 172
年末年始のイベント紹介

今年もいよいよ本格的な冬が始まりますね。
年末年始を感じるイベントに参加してみませんか？
干
え
支
と
「巳」の黒板アート

　安曇野市穂高出身のアーティスト「錦鯉野アキコ」さん
による「巳

み

」の黒板アートを展示します！

■展示期間　11月30日（土）～令和７年１月26日（日）
■展示場所　インフォメーションセンター
■作品サイズ　縦1.8ｍ×横5.4ｍ

【創作体験】干支「巳」のクラフト
■日時　１月４日（土）〜13日（月）

（受付時間）午前９時30分～11時30分、
午後１時～２時30分
■集合場所　森の体験舎　創作工房
■参加費　200円／個

【自然体験】野鳥観察会～冬鳥編～
■日時　12月22日（日）
午前８時30分～11時30分

（約３時間）
■集合場所
インフォメーションセンター
■定員　先着15人

（要事前申し込み）

羽子板に絵付けをしよう
　好きな絵を描いてオリジナルの羽子板
を作ろう♪
■日時　令和７年１月２日（木）
①午前10時30分～　②午前11時30分～
③午後２時～
■場所　森の体験舎　創作工房
■参加費　1,000円／組（羽子板２枚・羽根２個）
■定員　各回15組

【食体験】もちつき体験
■日時　令和７年１月５日（日）
①午前10時30分～
②午前11時30分～
③午後０時30分～
■場所　森の体験舎　食工房　　■参加費　150円
■定員　各回50個　※数量に達し次第終了

【共通事項】

▽料金の掲載のないものは無料ですが、入園料は必要で
す（中学生以下無料）。

▽申し込みの掲載がないものは、当日直接ご参加ください。
詳細は、公園管理センター（大町・松川地区）にお問い
合わせください。ホームページでもご確認いただけま
す。一部のイベントは、事前の電話予約も承っています。
https://www.azumino-koen.jp/

■問い合わせ　アルプスあづみの公園管理センター
　（大町・松川地区）　℡21-1212

　まちなかボイス～きらり☆大町人～
　会社員でありバイオ
リン教室主宰、演奏活
動にも励む八幡美緒さ
ん（54歳・大町市在住）
をご紹介します。仕事
や子育て・介護の中で
音楽を両立させる八幡さん。日々繰り広げられる奮
闘の中、音楽活動への情熱や活力の原点を伺います。

 放送日  ……………………… ８日（日）・11日（水）
■問い合わせ　大町市有線放送　℡・有線22-1297

有線放送12月の番組から

昨年の
作品 錦鯉野アキコさん
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12月の有料相談（要予約）

法 律 17日・24日 火曜日 13:00〜16:00 北アルプス
市町村会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =１時間以内10,000円（税別）

不用品交換コーナー
●譲ります

▽業務用掃除機（20年以上前購入、20年以上使用、
ナショナル製、屋内用、紙パック仕様）��� 無料

▽蛍光灯８本（２年前購入、未使用、東芝製、110Ｗ、
　長さ約180cm）������������� 応談

▽自転車（令和６年４月購入、未使用、シドーサ
イクル工業製、軽快車、26インチ、車体黒色、
前後にカゴ付き）� ����20,000〜25,000円

●譲ってください

▽ セラミックファンヒーターまたは灯油ファン
ヒーター（タイマー付き・６畳用）����� 無料

▽耐火金庫（できれば大きいもの）��� 無料か格安
　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任において
行ってください。「広報おおまち」が届く前に交渉
が成立することがあります。市ホームページに詳
しい情報を載せています。
■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡□市内線463

12月の納税など
市県民税（普通徴収分）………………………………… 第４期
国民健康保険税（普通徴収分）……………………… 12月分
後期高齢者医療保険料（普通徴収分）……………… 12月分
保育料・保育所給食費……………………………… 12月分
市営住宅使用料、定住促進住宅使用料
雇用促進住宅・駐車場使用料……………………… 12月分
ケーブルテレビ利用料……………………………… 12月分
学校給食費…………………………………………… 第８期
上下水道料…………………………………………… 12月分

納期限は12月27日（金）

12月の無料相談

法 律
（要予約）

10日（火）
13：00〜15：30

市民相談室
（市役所本庁舎１階）

広聴広報係
☎□市 内線 403

担当=湊大地弁護士 （次回は１月14日　福田雅春弁護士）

行 政 25日（水）
9：00〜12：00

第５会議室
（市役所本庁舎 2 階）

行政管理・
コンプライアンス

推進係
☎□市 内線 511

年 金
（要予約）

19日（木）
10：00〜15：00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-25-8100

日本政策金融
公庫（要予約）

19日（木）
13：30〜16：30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女性・男性
（要予約）

12日（木）
10：00〜15：00 子育て・

女性相談室
（市役所西庁舎 2 階）

男女共同参画・
人権政策係

☎□市 内線 83026日（木）
9：00〜12：00

育 児
25日（水）

9：30〜11：00
中央保健
センター

中央保健
センタ―

☎ 23-4400女性のからだ
（要予約）

交 通 事 故
（要予約）

26日（木）
10：00〜15：00 大町合同庁舎

北アルプス地域振興局
総務管理課
県民生活係
☎ 23-6502

心 配 ご と
（要予約）

９日・23日
月曜日

13：00〜16：00 総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501司法書士

（要予約）
９日・23日

月曜日
13：00〜15：00

成年後見制度
（要予約）

19日（木）
13：30〜15：30

総合福祉
センター

成年後見支援センター
☎ 22-1550

生活・就労
（要予約）

平日
9：30〜17：00

総合福祉
センター

まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

若 年 者
就 職 相 談
（要予約）

19日（木）
13：30〜17：00

第５会議室
（市役所本庁舎 2 階）

商業労政係
☎□市 内線 542

人 権 19日（木）
10：00〜16：00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

ケーブルテレビ12月の番組から

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00
＊市制施行70周年記念式典� ��� ２日〜15日
＊どんぐり保育園運動会����� ２日〜15日
＊大町市民吹奏楽団定期演奏会�� ９日〜22日
＊りんどう幼稚園運動会����� ９日〜22日
＊北小学校音楽会�������� 16日〜29日
＊定例記者会見��������� 26日・27日

市議会12月定例会　午前10:00開会
＊一般質問（生中継）�������� ４日〜６日
＊本会議（生中継）����������� 17日

シャイニングキッズ　毎日放送
午前7:00、午前11:00、午後4:00、午後6:00
　おおまちのげんきなこどもたち。日常のドキド
キ・ワクワクな表情をご覧ください。

週刊情報番組　きらり☆ステーション
毎日放送（水曜日更新）午前6:00、午前8:30、
正午、午後5:00、午後7:00、午後11:00
＊一週間の出来事、市からのお知らせなど
※放送予定を変更する場合があります。ご了承く

ださい。

▽ 番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム
ページをご覧ください。

来年３月まで
引き込み

無料キャンペーン
実施中！

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ＤＸ推進係　℡21-3805
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この広報紙は
植物油インキで
印刷しています。

見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

■編集　大町市役所　総務部情報交通課広聴広報係（〒398-8601大町市大町3887　☎ 22-0420  FAX23-5050）　■印刷　㈱奥村印刷所

 人の動き 　11月１日現在、（　）内は前月比

　総人口 25,360 （－12）　男 12,372 （＋ 2）　転入 74　出生 12
　世帯数 12,006 （＋ 9）　女 12,988 （－14）　転出 63　死亡 35

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

  （診療時間9:00〜17:00）

1日（日）
大町総合病院 高見町 ☎ 22-0415
松本クリニック 松川村 ☎ 61-5151
横沢医院 白馬村 ☎ 72-2008

8日（日）
野村クリニック 東若宮町 ☎ 85-0085
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
白馬インターナショナルクリニック 白馬村 ☎ 85-2264

15日（日）
いしぞね内科・外科クリニック 旭　町 ☎ 23-2555
せりざわクリニック 池田町 ☎ 62-3000
栗田医院 白馬村 ☎ 72-2428

22日（日）
柿下クリニック 清　水 ☎ 21-1230
吉村医院 松川村 ☎ 61-5666
小谷村診療所 小谷村 ☎ 82-2044

29日（日）
遠藤内科医院 神栄町 ☎ 22-0031
みどりクリニック 松川村 ☎ 62-5225
横沢医院 白馬村 ☎ 72-2008

30日（月）
菊地クリニック 上　一 ☎ 21-2580
はーぶの里診療所 池田町 ☎ 62-0210
小谷村診療所 小谷村 ☎ 82-2044

31日（火）
小野医院 堀六日町 ☎ 22-0047
若林医院 松川村 ☎ 62-2105
栗田医院 白馬村 ☎ 72-2428

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11:00、診療時間9:00〜12:00）
1日（日） あづみ野歯科 松川村 ☎ 62-2332
8日（日） いいざわ歯科医院 俵　町 ☎ 23-7050

15日（日） 武田歯科医院 白馬村 ☎ 72-8060
22日（日） 小谷歯科医院 小谷村 ☎ 82-2762
29日（日） 小田切歯科医院 池田町 ☎ 62-3134
30日（月） 佐藤歯科医院 相生町 ☎ 23-3211
31日（火） にこにこデンタルクリニック 下　一 ☎ 23-5612

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間9:00〜17:30）
1日（日） れんげ薬局 高見町 ☎ 22-0125
8日（日） はなのき林薬局 東若宮町 ☎ 85-0595

15日（日） アーク調剤薬局長野大町店 旭　町 ☎ 85-4587
22日（日） とをしや薬局大町常盤店 上　一 ☎ 26-3252
29日（日） 林薬局 仁科町 ☎ 22-0151
30日（月） 轟薬局 上　一 ☎ 21-1512
31日（火） カネリキ山口薬局 大黒町 ☎ 22-0184

　大町市と姉妹都市である氷見市では令和６年能登半島地
震で落ちこんだ観光需要の回復のため、宿泊予約サイト「楽
天トラベル」で宿泊割引キャンペーンを実施します！ これ
からの季節は氷見を代表する寒ブリシーズンも到来します。
ぜひ氷見の冬の魅力を楽しみながら、復興を応援してくだ
さい。

■予約受付期間　11月25日（月）～令和７年２月21日（金）
■宿泊対象期間　12月２日（月）チェックイン～
　　　　　　　　令和７年２月28日（金）チェックアウト
※年末年始12月28日（土）～１月３日（金）を除く
※クーポンの発行枚数の上限に達し次第、終了します。
詳しくは氷見市ホームページまたは
氷見市観光協会ホームページをご覧ください。
■問い合わせ　 ▽氷見市商工観光課　℡0766-74-8106

　 　 　 　 　 　 　 ▽氷見市観光協会　　℡0766-74-5250

12 月の休日医療情報

氷見応援割キャンペーン
今年の冬は氷見へ行こう！

氷見市観光協会HP

氷見市HP

きらり★情報館


